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地域の救急医療を守るために
～大洲喜多休日夜間急患センター完成～



　

12
月
１
日（
木
）、
大
洲
市
東
大
洲
（
愛
媛
県

大
洲
庁
舎
前
）
に
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
大
洲
市
の
地
域

医
療
の
現
状
と
課
題
、
地
域
医
療
を
取
り
巻
く

環
境
と
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
ま
す
。

地
域
の
救
急
医
療
を
守
る
た
め
に

～
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
完
成
～
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大
洲
・
喜
多
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で

時
間
外
の
診
察
を
、
在
宅
当
番
医
（
休

日
、
祝
日
な
ど
に
診
察
を
行
う
当
番
病

院
）
と
、
二
次
救
急
医
療
機
関
（
夜
間

な
ど
24
時
間
体
制
）
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
来
、
二
次
救
急
医
療
機
関
と
は
、

入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
患
者
に
対
応

す
る
機
関
で
あ
り
、
軽
症
患
者
の
受
診

の
増
加
な
ど
に
よ
り
医
師
の
負
担
が
さ

ら
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
軽
症
患
者
の
増
加
が
、
重
症

患
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
行
為
を
阻

害
す
る
要
因
に
な
り
、
救
急
医
療
に
対

応
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
生
じ
て
い
ま

す
。

救急医療の現状を探る

　

軽
症
患
者
の
増
加
を
裏
付
け
る
資
料

と
し
て
、
平
成
23
年
７
月
八
幡
浜
・
大

洲
圏
域
の
救
急
患
者
受
入
実
態
調
査
を

見
て
み
る
と
、
救
急
患
者
の
78
％
が
自

家
用
車
な
ど
を
利
用
し
、
自
力
で
来
院

し
て
い
て
、
昨
年
比
10
％
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
で
搬
入
さ
れ
た
り
、

診
療
時
間
外
に
受
診
し
た
人
の
77
％

が
、
通
院
や
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽

症
患
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
時
間
別
の
受
診
（
平
日
・
休

日
の
合
計
）
を
見
る
と
、
受
診
時
間
帯

別
救
急
患
者
数
は
、
午
後
２
時
か
ら
４

時
ま
で
と
、
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

の
時
間
帯
が
最
も
多
く
、
深
夜
の
時
間

帯
も
一
定
数
の
患
者
が
絶
え
間
な
く
受

診
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

医
師
の
負
担
が
増
加
す
る
一
方
で
、

大
洲
・
喜
多
地
区
の
輪
番
４
医
療
機
関

で
は
医
師
の
減
少
が
続
い
て
い
て
、
地

域
の
救
急
医
療
体
制
の
存
続
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

特に軽症　54％

その他　3％

不明　0％死亡　0％

症状の程度別救急患者数

軽症　23％

中等症　15％

重症　4％

重篤　１％

受診時間帯別救急患者数

42
26 16

34
53

75

97

144

113

162

122
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午
前
０
時
〜
１
時
59
分

午
前
２
時
〜
３
時
59
分

午
前
４
時
〜
５
時
59
分

午
前
６
時
〜
７
時
59
分

午
前
８
時
〜
９
時
59
分

午
前
10
時
〜
11
時
59
分

正
午
〜
午
後
１
時
59
分

午
後
２
時
〜
３
時
59
分

午
後
４
時
〜
５
時
59
分

午
後
６
時
〜
７
時
59
分

午
後
８
時
〜
９
時
59
分

午
後
10
時
〜
11
時
59
分

不
明
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現状を改善するために
　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
大
洲
・
喜
多
地
区
の
救
急
医
療
の
確
保
な
ら
び

に
二
次
救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
初
期
救
急
医
療
の
拠

点
と
し
て
大
洲
市
で
は
「
大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
初
期
救
急
医
療
と
二
次
救
急
医
療
の

役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
重
症
患
者
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

迅
速
に
対
応
可
能
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

輪
番
二
次
救
急
医
療
機
関
な
ど
の
最
近
の
動
向
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
立
大
洲
病
院
は
、
被
ば
く
低
減
を
図
る
最
新
型
の
高
速
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス

キ
ャ
ナ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
に
つ
い
て
は
、
心
臓
の
血
管
描
出
に
優
れ
て
い
る
２

管
球
の
高
性
能
Ｃ
Ｔ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

大
洲
中
央
病
院
は
、
現
在
、
医
療
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
に
建

物
の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
戸
病
院
は
、
現
在
の
大
洲
市
か
ら
内
子
町
に
移
転
・
新
築
し
、

11
月
15
日（
火
）か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

検　査　室

処　置　室
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地域医療を支えたい
「
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
」

　
　

社
団
法
人　

喜
多
医
師
会

　
　
　

会
長　

村　

上　

一か
ず　

生た
か

　

全
国
で
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
る
中
、

愛
媛
県
も
例
外
で
は
な
く
、
勤
務
医
の

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
南
予
地

域
の
医
師
の
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い

て
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
洲
・
喜
多
地
域
で
は
、
本
来
、
初

期
救
急
医
療
で
対
応
す
る
軽
症
患
者
に

つ
い
て
、
最
初
か
ら
二
次
救
急
医
療
機

関
で
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で

は
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
数
の
増
加
、

特
に
軽
症
患
者
の
増
加
に
よ
り
、
救
急

医
療
に
携
わ
る
医
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ

な
ど
の
勤
務
条
件
が
厳
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
医
師
が
退
職
し
、

残
っ
た
医
師
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
勤
務

条
件
が
過
酷
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
大
洲
喜
多
休
日
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
二
次

救
急
医
療
機
関
の
負
担
軽
減
が
図
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

は
、
社
団
法
人　

喜
多
医
師
会
が
管
理

運
営
を
行
い
、
喜
多
医
師
会
の
会
員
で

あ
る
医
師
１
人
、
看
護
師
１
人
、
事
務

職
２
人
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
24
時
間
の

受
け
入
れ
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

３
６
５
日
休
む
こ
と
な
く
初
期
医
療
に

対
応
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
休
日
や
夜
間
に

急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
人
の
診
療
を

行
う
施
設
で
、
そ
の
体
制
は
万
全
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
基
本
的

に
は
翌
日
に
か
か
り
つ
け
医
で
診
察
し

て
も
ら
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
診
療
を

行
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、

体
制
の
整
っ
て
い
る
診
察
時
間
内
に
、

か
か
り
つ
け
医
に
診
察
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
心

が
け
る
こ
と
も
、
救
急
医
療
体
制
を
守

る
た
め
に
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
台
数
に
も
限

り
が
あ
り
、
本
当
に
必
要
な
人
が
緊
急

時
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
洲
・
喜
多
地
域
の
救
急
医
療
体
制

を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
守
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
急
患
セ
ン
タ
ー
の
診
療
に
つ
い
て
】

　

急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
社
団
法
人　

喜

多
医
師
会
の
医
師
に
診
療
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
診
療
科
目
と
診
療
時

間
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
の
で
、
適
正
な
受
診
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

【
診
療
科
目
】　

内
科

【
診
療
時
間
】

・
平
日
、
土
曜
日

　

午
後
８
時
～
11
時

・
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
24
時
間
体
制
で
の
診
療
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

診
察
の
結
果
、
手
術
や
入
院
の
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
二
次
救
急
病
院
へ

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
の
診
療
は
、
今
ま
で

ど
お
り
当
番
医
制
に
よ
り
診
療
し
ま
す

の
で
、
広
報
「
日
曜
・
祝
日
の
当
番
医
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

急
患
セ
ン
タ
ー
（
一
次
救
急
）
は
、

主
に
急
な
発
熱
、
感
冒
症
状
、
軽
度
の

腹
痛
、
嘔
吐
、
下
痢
、
め
ま
い
な
ど
の

症
状
な
ど
を
診
療
し
ま
す
。

　

輪
番
病
院
（
二
次
救
急
）
は
、打
撲
、

創
傷
な
ど
の
外
科
的
処
置
、
入
院
を
必

要
と
す
る
よ
う
な
症
状
、
救
急
車
で
の

搬
送
な
ど
を
診
療
し
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
急
患

セ
ン
タ
ー
か
二
次
救
急
病
院
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
１
１
５
６

市
立
大
洲
病
院

☎
㉔
２
１
５
１

加
戸
病
院

☎
㊹
５
５
０
０

神
南
診
療
所

☎
㉕
７
７
２
０

大
洲
中
央
病
院

☎
㉔
４
５
５
１
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